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◆『戦史秘話』第九話◆ 

日本海軍の観艦式と伝染病 

－北里柴三郎博士の意見書－  

 

観艦式と伝染病 

日本海軍は明治時代から、大正、昭和にわたり神戸沖や横浜沖といった海域において観艦式を

実施してきました。観艦式については、すでにこの戦史秘話コーナーに掲載している「第三話 日

本海軍観艦式こぼれ話」を参考にしていただければと思いますが、この観艦式に伝染病は大きな

影響を及ぼしていました。 

海軍省は明治 41年 11月中旬に、神戸沖で観艦式を挙行する計画を立案していました。その海

軍省にとって、ひとつ気がかりなことがありました。ペスト（伝染病）が神戸市近傍で確認され

ていたのです。ペストが初めて日本で確認されたのは明治 32 年、神戸港に停泊していた商船の

船員であったとされています。北里柴三郎医学博士の『北里細菌及伝染病学雑纂』（明治 44 年）

によれば、第 1 回目の流行は明治 32 年 11 月神戸市で、第 2 回目の流行は明治 35 年 10 月横浜

市で確認され、東京市にまで範囲を広げていました。第 3 回目の流行は明治 38 年 4 月東京で確

認され、これまで以上に長期間続き、範囲も大阪市、千葉県、香川県に広がり、さらに神戸市に

も広がっていました。その流行は、観艦式を控えていた明治 41 年秋になっても、神戸市周辺で

ペスト患者が確認されていました。 

ペストの広がりを危惧した海軍省の次官は明治 41年 9月 19日、兵庫県知事に 1通の手紙を出

しました。そこには「来たる 11月中旬神戸港において観艦式を挙行する予定であり、天皇陛下の

御幸を予定しており衛生上その他に関し予めご配慮を頂きたい」旨が記されていました。 

 

神戸市でのペストの流行状況について調査の依頼を受けた

北里柴三郎博士は 11月 5日神戸市にむかい、調査した結果を

内務大臣に報告しました。 

「神戸市におけるペスト患者は、目下東は葺合配置部、西は

兵庫配置部に限り有菌鼠もまたこの部面に在り。この両部面を

以て病毒伏在の区域と認む。其の他の部面は一般衛生状態よ

し。観艦式御施行になりても十分注意あれば、別に差支えなき

ものと認む」との報告でした。 

この内容は兵庫県知事から海軍大臣に至急電報で通知され、

観艦式は予定を変更することなく無事に挙行することができ

ました。 

出典：「神戸地方軍艦の衛生に関する件」 

「海軍省公文備考 ⑩明治 41年 公文備考 巻 44演習 6 大演習艦観式 6」 

（海軍省-公文備考-M41-44-845、アジ歴レファレンスコード：C06092051900） 
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時代は明治から大正にかわり、大正時代 2回目となる大正 2年の観艦式は横浜沖で実施するよ

うに計画されていました。ところが横浜においても明治 35 年 10 月にペストが初めて確認され、

その後も流行を繰り返していました。その様子は『横浜市史稿政治編三』（昭和 7年）によると、

「初発以来 6 回の流行を重ね、人心を寒からしめたと共に、巨額の費用を要した」ほどでした。

観艦式を間近に控えた大正 2 年 10 月、ペストの流行はいまだ収まらず、海軍省は観艦式の計画

書である「観艦式御次第書」を作成するにあたり、宮内省の意見も取り入れて、ペストの発生状

況に鑑み、観艦式の式場を横浜沖から横須賀沖に変更しました。 

 

10 月 30 日観艦式の準備を実施していた観艦式事務委員

に示されたのは、「観艦式に際し横浜市御通過はペスト病の

状況に鑑み御取止めとなり、横須賀軍港より御乗艇の事に変

更相成りたる」といった内容でした。 

 

 

出典：「陣形運動」 

「海軍省公文備考 ⑩公文備考 大正２年 公文備考 巻

９ 儀制５ 恒例観艦式１」 

（海軍省-公文備考-T2-9-1529、アジ歴レファレンスコード：

C08020242200） 

 

昔も今も変わらぬ伝染病対策 

大正時代 3回目となる大正 5年の観艦式は、横浜沖で実施するように計画されました。御召艦

に指定された巡洋戦艦「筑波」では、御召艦に対する事前点検が実施されました。この点検に関

する史料から「消毒装置の整備」や「書類の消毒」などに注意が払われていたことがわかります。 
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出典：「御召艦設備の件」 

「海軍省公文備考 ⑩大正 5年 公文備考 巻 12 儀制 10」 

（海軍省-公文備考-T5-12-1884、アジ歴レファレンスコード：C08020739400） 

 

この大正 5年の観艦式は、計画どおり横浜沖で実施されました。そこでは、海軍以外の公的機

関も観艦式の実施に向け、伝染病対策を実施していた様子が、神奈川県警察本部編さん『大正五

年神奈川県虎列剌流行誌』（大正 6年）から読み取れます。その冒頭に「観艦式は、恰も本病流行

期間に属せしをもって、特に防疫上の措置をして、一層厳密ならしむべき必要を認め、左記各項

にわたり、周到なる注意警戒」を実施したとの記録があります。その項目は要約すれば次の 6項

目となります。①行幸の道筋にあたる市内の戸口調査、②行幸の道筋上の住民一般に対する採便

検査、③予防接種の実施、④横浜港内における海水中のコレラ菌の有無を検する、⑤御用商人の

健康診断、⑥自動車や人力車の消毒、でした。 

 

北里柴三郎医学博士の先見の明 

北里博士は、明治 41年の観艦式挙行に際し、神戸市で流行していたペストに関し専門家とし

ての意見を述べましたが、実はそれ以前にも軍隊に対し重大な意見を述べていたのです。 

明治 37年 2月 13日、国立（内務省所管）伝染病研究所長であった北里博士は「出征軍隊に

予防接種施行の建議」と題する意見書を内務大臣に提出しています。まさに日露戦争の火ぶた

が切られた時期の意見書の提出でした。その背景には、明治 27年に香港でペストが流行した

際、北里博士が同地に派遣され調査にあたった経験がありました。北里博士はペストの原因と

なる細菌を発見し、その性質を把握し、予防策について研究を重ねていたのです。 

 

出典：「医務衛生に関する請願建議」 

「海軍省公文備考 ⑪戦役等 日露戦書 明治 37～38年 戦時書類 巻 148 医事」 

（海軍省-日露戦書-M37-148-706、アジ歴レファレンスコード：C09020263600） 

 



4 

 

 

 

 

北里博士が日露戦争開戦の時期に、この 6枚の建議書を提出したきっかけは、「普仏戦争や日

清戦争などの戦争において、悪疫のために失う人命が、敵の砲弾によるものよりも多い。出征

する軍隊で、悪疫が流行すると戦闘力を減殺するのみならず、軍隊が帰国する際に、病毒を国

内に輸入し大流行の惨状を引き起こす」との思いがあったからのようです。その建議書は内務

大臣から、海軍大臣に送られました。 

今回の戦史秘話は日本海軍の観艦式から話を進めてきましたが、観艦式は神戸沖、横浜沖で

実施されることが多く、その神戸港や横浜港は海外との交易の要衝として、人の往来が活発な

場所でありました。明治 27年に北里博士が香港のペストを調査していた頃、ちょうど日本では

日清戦争が起こり日本軍兵士たちの多くが「脚気」で命を落としており、大きな問題となって

いました。そういった時代にあって、日露戦争を控えた時期に提出した医学の専門家としての

意見書は、国民の生命を守るという使命感にあふれたものであり、伝染病に対する根本的な対

策を示しているように思われます。 

（戦史研究センター 戦史研究室 石丸安蔵） 


